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1．研究計画の概要 

1）介護保険施設入所者に対する『せん妄予
測アセスメント指標』の開発 

（1）施設と調査対象者の選定：A県内の介護
保険施設から，研究協力の得られる施設を
選定する．さらに選定された介護保険施設
に勤務し，看護管理者が推薦する看護師経
験５年以上の看護師を対象者とする． 

（2）調査方法：｢せん妄をどのようにアセス
メントしているか｣について半構成的面接
を行う．同時に，1年間，各介護保険施設に
おけるせん妄発症件数を調査する． 

（3）分析方法：面接内容は逐語録とし，その
後コード化，類似性・相違性に基づきサブ
カテゴリー化，カテゴリー化する． 

（4）介護保険施設におけるせん妄予測アセ
スメント指標の作成 

（5）プレテストの実施 
（6）せん妄予測アセスメント指標の施行 
2）介護保険施設入所者に対する『せん妄予

防ケアプログラム』の開発 
（1）調査対象者の選定：アセスメント指標の
開発の際に，調査協力の得られた対象者 

（2）調査方法：対象者10名のファーカスグ
ループインタビューを行う．せん妄予防ケ
アについて，成功した事例やケア方法につ
いて，自由に語ってもらう． 

（3）分析方法：逐語録にした面接内容をコー
ド化し，コードの類似性・相違性に基づき，
サブカテゴリー化，カテゴリー化する． 

（4）せん妄予防ケアプログラムを作成する． 
（5）プレテストの実施 
（6）せん妄予防ケアプログラムの施行 
3）せん妄予測アセスメント指標及びせん妄
予防ケアプログラムの有効性の検討 

2．研究の進捗状況 

1） せん妄予測ｱｾｽﾒﾝﾄに関する質問紙調査 

介護保険施設に勤務している看護師がせん
妄をどのように捉え，せん妄の発症予測を行
い備えているかについて調査した．その結果，
評価方法やケア方法は具体性にかけるため,
更なる調査が必要なことが明らかとなった． 
2） 日本老年看護学会老年看護政策関連調査

研究事業・生活リズム班への参加 
日本老年看護学会主導の医療強化型介護

老人保健施設入所者の生活リズム調整に関
するケアプロトコール作成に参加し，せん妄
への対応を含めた，生活リズム障害への対応
について協議・検討した． 

3）インタビュー調査の実施 
介護保険施設の看護師のせん妄状態の捉え

方とその対応方法を明らかにすることを目的
として，介護保険施設の看護職員11名を対象
に実施した．その結果，せん妄のアセスメン
ト視点とせん妄ケアの構造が導かれた． 

4） 介護老人保健施設看護師へのエキスパー
トパネルの実施 

せん妄のアセスメント視点とせん妄ケア
内容の妥当性について，介護保険施設看護師，
老年精神科医に確認し，助言を得た． 

5） せん妄発症予防ケアプログラムの作成 

せん妄のアセスメント視点とせん妄ケア
の構造から，せん妄発症予防ケアプログラム
を作成した． 

6） ケアプログラム介入が可能な施設の選定 

A県内の介護老人保健施設を確保した． 
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３．現在までの達成度 

概ね計画通りに進展している．計画当初は，
せん妄のアセスメント視点とせん妄ケアに
ついて，別々に調査予定であったが，対象者
が介護保険施設看護師と同一のことから，2

つの調査を同時に実施した．また，同時に調
査したことにより，せん妄発症予防ケアプロ
グラムの中に，せん妄のアセスメント視点を
組み込むことができた． 

 

４．今後の研究の推進方策 
平成 22年度に，A県内の介護老人保健施設

において，せん妄発症予防ケアプログラムを
実施し，有効性を検討する予定である． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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